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（注）左グラフは2025年4月28日～2026年4月28日、右グラフは2026年4月14日～2026年4月28日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2025年4月28日～2026年4月28日、右グラフは2026年4月14日～2026年4月28日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

情報提供資料

豪ドルの対円推移（過去1年）

※当資料は「アジアリサーチセンター」のレポートを基に作成しています。

米国とイランの戦闘終結に向けた和平合意への期待や、16日に発表された豪州の2026年3月の雇用統計で労働市場の底堅さ

が示されたことを背景に、豪ドルは対円・対米ドルで上昇しました。18日に海上輸送の要衝であるホルムズ海峡が再び封鎖されたこ

とを受けて、豪ドルは一時下落しましたが、その後は、依然として中東情勢への警戒感が残る中、ホルムズ海峡開放への進展がみら

れたことから、豪ドルは再び上昇しました。

豪ドルの対円推移（過去2週間）

為 替 ここ2週間の豪ドルの対円レートは、上昇しました。

3年国債利回りの推移（過去1年）

16日に発表された雇用統計で労働市場の底堅さが示されたことから、豪州準備銀行（RBA）による5月の利上げ観測が意識さ

れ、17日にかけて豪3年国債利回りは上昇（債券価格は下落）しました。その後は、中東地域の紛争終結期待を背景とした米

国国債利回りの低下を受け、連れて豪3年国債利回りも一時低下しました。しかし、依然として中東情勢への警戒感が残る中、原

油価格が上昇したことなどから、同利回りは再び上昇しました。

3年国債利回りの推移（過去2週間）

金 利 ここ2週間の豪州3年国債利回りは、上昇しました。

円／豪ドル

（単位（円））

2026/4/28 2週間前 1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前

114.45 113.40 110.32 107.42 100.17 91.75

豪3年国債利回り

（単位（%））

2026/4/28 2週間前 1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前

4.72 4.63 4.80 4.22 3.45 3.30
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